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１．まえがき 

 著者らは、SiCデバイスを利用した図１の HEECS回路構

成のインバータ（HEECSインバータ）を提案し、高効率の

実現を理学的な見地から検討してきた(1,2)。本論文では、出

力容量 Coss と 2 電源の電圧比だけに注目して、損失を低減

し、合わせてこれ以外のパラメータも修正し、高い効率を

実測したので報告する。 

図 1 2 電源 HEECSインバータ 

Fig.1 Two Battery HEECS Inverter 

 

２．Cossと 2電源電圧比が損失に与える影響 

 パワーデバイスの出力容量Cossからスイッチング動作す

る毎の充放電する電流の大きさが求まり、その充放電電力

は損失となると考えると、それは DS間の電圧の関数となる。

一方で、スイッチング損失はスイッチングする電圧と電流

の関数となるので、やはり DS間の電圧の関数となる。そこ

でこの 2つに起因する損失はE1とE2の比率を変えることに

より最小値を持つと予想される。そこで以下に示す回路パ

ラメータの条件下で直接法(測定精度は悪い)(1)により損失

を測定したものを図 2 に示す。 

測定条件：E1＋E2＝433V(一定), Vout=428Vacpeak、 

L＝1.27mH(18mΩ、フェライト)、C=8μF(フィルム)、 

スイッチング周波数 fs=16kHz、 Pout =1300W 

図 2 では E1=250V 付近で最小損失を示している。 

理論的な損失の式もが導出でき、同じような特性を示す。 

３．平均総損失の測定結果と平均効率 

 2 節の結果を踏まえ、E1=250V の条件のもとで、出力電力

を可変して損失を文献（2）で提案した仮想トランス非同期

損失測定法(VTASLM)により求めた平均効率を図 3 に示し

た。出力 1300W の時に、損失は 2.43W、効率は 99.813%と

なり、その測定精度は±0.0025％となった。詳しい実験条件

や実験データなどは文献(3)で公表予定である。 

図２ 損失と E1の実験での関係測定 (Pout=1300W、 

E1＋E2＝433V で一定、直接法(1)に基づく実測データ) 

Fig. 2 Relation between loss and E1 (experiments) 

図３ 仮想トランス非同期測定法で実測した平均効率(2) 

Fig.3 Measured efficiency (VTASLM)(3) 

４．まとめ 

HEECS インバータの効率向上のため E1と E2の電圧比を

調整することにより、SiC デバイスを用いて平均効率

99.813%±0.025％を実測した。 
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Fig. 1  Two battery HEECS inverter.


